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▲有馬顧問と新岩田会長

▲新理事のみなさん

平
成
25
年
4
月
17
日
㈬
、
姫
路

市
連
合
婦
人
会
総
会
を
開
催
し
、

平
成
24
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算

報
告
が
承
認
さ
れ
た
後
、
新
役
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

顧

　
　問

　有
馬

　妙
子（
城
北
）

会

　
　長

　岩
田

　稔
恵（
豊
富
）

副
会
長

　山
田

　福
美（
余
部
）

　〃

　
　清
水

　貞
子（
網
干
）

会

　
　計

　稲
田

　恵
子（
広
峰
）

書

　
　記

　河
南
眞
稚
子（
中
寺
）

会
計
監
査

　難
波

　恵
子（
船
津
）

　〃

　
　東
山

　昌
代（
城
西
）

退
任
の
あ
い
さ
つ

有
馬

　妙
子

新
緑
の
候
、
皆
様
方
に
は
、

平
素
婦
人
会
活
動
に
あ
た
た
か

い
御
支
援
、
御
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
こ
と
こ
の
度
、
姫
路
市
連

合
婦
人
会
長
を
退
か
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
平
成

19
年
4
月
に
前
嶋
前
会
長
の
後

を
受
け
て
、
3
期
、
6
年
間
、

会
長
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
長
い
間
の
御
指
導
・
御
支

援
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
4
月
か
ら
は
、
岩
田

稔
恵
会
長
を
中
心
と
し
た
新
体

制
で
、
婦
人
会
活
動
が
始
ま
り

ま
す
。
更
な
る
お
力
添
え
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
婦
人
会
活
動
が

益
々
大
き
く
前
進
出
来
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
致
し
ま
す
。

新
任
の
あ
い
さ
つ

岩
田

　稔
恵

こ
の
度
、
3
期
6
年
活
躍
さ

れ
た
有
馬
妙
子
会
長
の
後
を
引

き
継
ぐ
事
に
な
り
ま
し
た
。

日
々
勉
強
し
な
が
ら
、
地
域
住

民
と
の
絆
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
少
し
で
も
皆

様
の
お
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

連
合
婦
人
会
が
、
各
校
区
の

ま
す
ま
す
の
発
展
に
少
し
で
も

力
添
え
の
出
来
る
場
所
に
な
る

よ
う
、
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

若
く
、
力
不
足
と
は
思
い
ま

す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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1
、
学
習
活
動

⑴
同
和
問
題
学
習

⑵
理
事
研
修
・
交
流
研
修

⑶
地
域
啓
発
講
演

2
、
事
業
活
動

⑴
交
通
安
全
一
日
一
円
感
謝
き
ょ

金
運
動
の
会

※
4
／
17
　
一
日
一
円
感
謝
き
ょ

金
運
動
の
会
運
営
委
員
会
開
催

⑵
姫
路
市
女
性
文
化
大
会

　
（
10
／
26
）

⑶
あ
い
め
っ
せ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
3
（
11
／
16
・
17
）

⑷
組
織
強
化
啓
発
活
動
（
校
区
婦

人
会
活
動
）

⑸
機
関
紙
婦
人
ひ
め
じ
発
行

⑹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
情
報
発
信

3
、
福
祉
活
動

⑴
日
赤
社
資
募
集

※
4
／
16
　
日
赤
社
資
募
集
説
明

会
に
参
加
（
自
治
福
祉
会
館
）

⑵
赤
十
字
の
つ
ど
い

※
5
／
8
　
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル

⑶
百
歳
（
大
正
元
年
10
月
1
日
〜

大
正
2
年
9
月
30
日
生
ま
れ
）

の
方
へ
長
寿
祝
い
金
を
届
け
る

⑷
揚
善
会
賛
助
会
員
・
な
べ
の
会

募
金
（
神
戸
新
聞
厚
生
事
業

団
）
に
協
力

⑸
N
H
K
海
外
た
す
け
あ
い
街
頭

募
金
に
協
力
（
12
月
）

⑹
子
育
て
支
援
事
業
及
び
地
域
高

齢
者
生
活
支
援
活
動
（
日
赤
奉

仕
団
活
動
）

4
、
健
康
増
進
活
動

⑴
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

※
第
27
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開

催
（
中
央
体
育
館
）（
6
／
29
）

⑵
結
核
予
防
運
動
（
複
十
字
シ
ー

ル
・
封
筒
募
金
）
に
協
力

5
、
環
境
美
化
活
動

⑴
4
／
29
　
み
ど
り
の
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
大
手
前
通
り
・
み

ゆ
き
通
り
）

⑵
環
境
と
美
化
の
つ
ど
い
（
あ
い

め
っ
せ
ホ
ー
ル
）（
9
／
29
）

⑶
2
月
上
旬 

美
化
活
動
ク
リ
ー

ン
作
戦
実
施

⑷
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
購
入
運
動

⑸
「
姫
路
の
ま
ち
を
美
し
く
す
る

運
動
協
議
会
」
に
協
力

6
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
運
動

⑴
家
庭
用
品
交
換
事
業

　
校
区
に
お
い
て
バ
ザ
ー
を
実
施

⑵
9
／
28
・
9
／
29
　
ひ
め
じ
環

境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

7
、
県
・
市
行
事
に
参
加
・
協
賛

⑴
4
／
1
　
姫
路
市
制
記
念
式
典

⑵
お
城
ま
つ
り
総
踊
り

⑶
8
／
15
　
姫
路
市
戦
没
者
追
悼
式

⑷
太
平
洋
戦
全
国
空
爆
犠
牲
者
追

悼
平
和
祈
念
式

⑸
姫
路
市
安
全
安
心
市
民
大
会

　
市
民
と
警
察
の
つ
ど
い
（
市
民

会
館
）

⑹
兵
庫
県
連
合
婦
人
会
事
業

⑺
兵
庫
県
中
播
磨
県
民
局
事
業

⑻
上
水
道
モ
ニ
タ
ー
の
推
薦
・
協
力

中
寺
　
会
　
長
　
河
南
眞
稚
子

　
　
　
副
会
長
　
橋
本
　
菜
摘

　
　
　
　
〃
　
　
山
田
　
政
子

　
　
　
会
　
計
　
飯
田
規
容
子

砥
堀
　
会
　
長
　
長
谷
　
都
子

　
　
　
副
会
長
　
金
川
　
香
雪

　
　
　
　
〃
　
　
浜
田
　
ま
り

　
　
　
　
〃
　
　
竹
内
　
昭
子

　
　
　
　
〃
　
　
上
田
　
貴
子

　
　
　
会
　
計
　
前
嶋
　
豊
子

水
上
　
会
　
長
　
豊
田
多
恵
子

　
　
　
副
会
長
　
尾
崎
恵
美
子

　
　
　
　
〃
　
　
岩
井
迫
信
子

　
　
　
会
　
計
　
青
田
　
艶
子

広
峰
　
会
　
長
　
稲
田
　
恵
子

　
　
　
副
会
長
　
池
内
ひ
ろ
み

　
　
　
　
〃
　
　
崎
津
　
玲
子

　
　
　
会
　
計
　
高
良
　
光
代

城
北
　
会
　
長
　
前
川
美
恵
子

　
　
　
副
会
長
　
柳
田
由
美
子

　
　
　
　
〃
　
　
清
水
　
公
子

　
　
　
　
〃
　
　
井
上
　
福
子

　
　
　
　
〃
　
　
有
馬
　
由
枝

　
　
　
　
〃
　
　
中
尾
ま
す
子

城
西
　
会
　
長
　
東
山
　
昌
代

　
　
　
副
会
長
　
梶
野
は
ま
子

　
　
　
　
〃
　
　
有
賀
　
貴
美

　
　
　
会
　
計
　
海
原
　
喬
子

網
干
　
会
　
長
　
清
水
　
貞
子

　
　
　
副
会
長
　
渡
辺
　
桂
子

　
　
　
　
〃
　
　
圓
尾
　
和
美

　
　
　
　
〃
　
　
西
川
　
朋
代

勝
原
　
会
　
長
　
山
水
千
恵
子

　
　
　
副
会
長
　
山
田
眞
里
子

　
　
　
会
　
計
　
久
々
宮
和
枝

旭
陽
　
会
　
長
　
三
輪
　
る
み

　
　
　
副
会
長
　
荒
木
　
豊
子

　
　
　
会
　
計
　
山
田
　
美
紀

余
部
　
会
　
長
　
山
田
　
福
美

　
　
　
副
会
長
　
山
本
み
ち
子

　
　
　
　
〃
　
　
森
田
冨
久
子

　
　
　
会
　
計
　
小
林
　
由
美

船
津
　
会
　
長
　
参
輪
　
幸
江

　
　
　
副
会
長
　
岩
井
迫
真
弓

　
　
　
会
　
計
　
柴
田
　
千
秋

山
田
　
会
　
長
　
井
上
千
佳
子

　
　
　
副
会
長
　
松
岡
　
康
子

　
　
　
会
　
計
　
松
岡
　
妙
子

豊
富
　
会
　
長
　
岩
田
　
稔
恵

　
　
　
副
会
長
　
上
野
　
裕
美

　
　
　
会
　
計
　
三
浦
由
賀
子

四
郷
　
会
　
長
　
竹
中
　
安
美

　
　
　
副
会
長
　
中
元
い
つ
み

　
　
　
会
　
計
　
広
納
　
紀
子

姫
路
市
連
合
婦
人
会

　平
成
25
年
度
の
事
業
計
画

姫
路
市
連
合
婦
人
会

　平
成
25
年
度
の
事
業
計
画

目

　的
婦
人
会
員
相
互
の
連
携
を

密
に
し
、
女
性
の
教
養
と
福

祉
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

創
造
に
寄
与
し
、
婦
人
会
活

動
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
、

組
織
の
強
化
に
努
力
す
る
。
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▲有馬顧問、姫路市人権・同和教育研究協議会より功労者表彰を受賞

▲有馬顧問、市長から感謝状を受賞

4
月
17
日
㈬
、
婦
人
会
活
動
室

に
て
、
一
日
一
円
感
謝
き
ょ
金
運

動
の
会
総
会
を
開
催
し
、
平
成
24

年
度
の
収
支
決
算
書
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

交
通
災
害
見
舞
金
は
4
件
、
育

英
資
金
は
1
件
が
支
給
さ
れ
ま
し

た
。

交
通
災
害
見
舞
金
は
、
加
盟
校

区
の
住
民
が
交
通
事
故
に
遭
い
、

7
日
以
上
入
院
さ
れ
た
場
合
、
及

び
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。
育
英
資
金
は
、
交

通
事
故
に
よ
り
世
帯
主
が
死
亡
し

た
場
合
に
、
遺
児
に
幼
稚
園
か
ら

大
学
ま
で
年
3
回
支
給
さ
れ
ま

す
。
平
成
24
年
度
は
こ
の
他
に
海

外
た
す
け
あ
い
に
10
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。

5
月
22
日
㈬
、
ひ
ょ
う
ご
女
性

交
流
館
に
て
、
平
成
24
年
度
事
業

報
告
、
補
正
予
算
報
告
、
収
支
決

算
報
告
が
承
認
さ
れ
た
後
、
平
成

25
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
姫
路
市
連

合
婦
人
会
か
ら
、
岩
田
稔
恵
会
長

と
有
馬
妙
子
顧
問
、
さ
ら
に
山
田

福
美
副
会
長
、
稲
田
恵
子
理
事
が

出
席
し
ま
し
た
。
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5
月
8
日
㈬
、
イ
ー
グ
レ
ひ
め

じ
の
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
平
成
25
年
度
姫
路
市
地
区
赤
十

字
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、
姫
路

市
連
合
婦
人
会
か
ら
会
員
多
数
が

参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
稲
田
理
事
が
広
峰
校

区
の
分
団
長
と
し
て
赤
十
字
奉
仕

団
員
の
信
条
朗
読
を
行
い
ま
し

た
。姫

路
市
地
区
長
（
姫
路
市
長
）

代
理
の
黒
川
健
康
福
祉
局
長
の
挨

拶
に
続
き
、
姫
路
市
赤
十
字
奉
仕

団
委
員
長
と
し
て
岩
田
稔
恵
会
長

が
「
姫
路
市
連
合
婦
人
会
の
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
人
々
の

た
め
に
よ
り
よ
い
奉
仕
が
で
き
る

よ
う
に
手
を
つ
な
い
で
い
き
ま

す
」
と
力
強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。

「
ひ
ょ
う
ご
の
赤
十
字
こ
の
一

年
2
0
1
2
」
の
ビ
デ
オ
上
映
の

あ
と
は
、
健
康
運
動
指
導
士
の
丹

羽
美
智
子
氏
に
よ
る
講
演
「
〜
安

心
し
て
老
後
を
過
ご
す
長
生
き
の

秘
訣
〜
　
筋
肉
を
鍛
え
て
10
歳
若

返
る
健
康
づ
く
り
」
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

簡
単
な
体
操
や
ゴ
ム
ベ
ル
ト
を

使
っ
て
の
運
動
を
し
な
が
ら
、
ベ

ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
い
る
為

に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
分
か
り

や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
パ
エ
リ
ア

を
作
り
ま
し
た
。

3
月
5
日
㈫
、
あ
い
め
っ
せ
の

調
理
室
で
、
広
峰
校
区
元
赤
松
理

事
に
よ
る
実
演
講
習
を
受
け
な
が

ら
調
理
し
ま
し
た
。

み
ん
な
手
際
が
よ
く
、
パ
エ
リ

ア
、
野
菜
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ラ
ダ

が
次
々
に
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

と
て
も
と
て
も
美
味
で
し
た
。

レ
シ
ピ
も
い
た
だ
い
た
の
で
、

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
作
っ
た
パ
エ

リ
ア
が
参
加
者
の
家
庭
の
食
卓
を

飾
る
事
で
し
ょ
う
。

4
月
16
日
㈫
、
自
治
福
祉
会
館

に
お
い
て
平
成
25
年
度
生
活
学
級

合
同
開
講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
山
下
市
民
局
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
生
活
学
級
担
当
の
粂
井
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り
、
平

成
25
年
度
各
学
級
で
取
り
組
む
講

座
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

4
月
29
日
㈪
、
姫
路
の
ま
ち
を

美
し
く
す
る
運
動
協
議
会
に
よ

る
、
み
ど
り
の
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
姫
路
市

連
合
婦
人
会
も
岩
田
稔
恵
会
長
を

先
頭
に
約
15
名
が
参
加
。
大
手
前

公
園
か
ら
姫
路
駅
ま
で
の
大
手
前

通
り
と
み
ゆ
き
通
り
で
ポ
イ
捨
て

禁
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
大
手

前
通
り
は
比
較
的
美
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
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山
田
校
区

▲この間
　スーパーでお見かけしましたよ

4
月
14
日
㈰
、
福
本
良
明
連
合

自
治
会
長
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓

を
迎
え
て
、
平
成
25
年
度
の
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
新
会
長
　
井

上
千
佳
子
、
新
副
会
長
　
松
岡
康

子
、
新
会
計
　
松
岡
妙
子
の
も

と
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
楽

し
く
婦
人
会
活
動
を
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
藤
田
幸
）

中
寺
校
区

4
月
14
日
㈰
、
恒
例
の
お
花
見

を
兼
ね
た
総
会
を
溝
口
太
子
堂
広

場
で
行
っ
た
。
今
年
は
桜
の
開
花

が
早
す
ぎ
て
、
満
開
を
過
ぎ
て
い

た
が
、
お
弁
当
の
中
へ
花
び
ら
が

入
る
の
も
風

情
が
あ
っ
て

…
と
負
け
惜

し
み
で
な

く
。新

し
い
自

治
会
長
の

「
ま
だ
湯
気
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん

か
」
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
挨
拶

の
後
、
次
は
20
年
後
だ
か
ら
と
、

強
風
で
中
止
に
な
っ
た
三
ッ
山
音

頭
を
役
員
が
披
露
し
た
り
、
婦
人

会
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
、
最
後
に

「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
ど
お
り
、
今
年
度
も

楽
し
い
婦
人
会
活
動
を
と
み
ん
な

で
約
束
し
て
閉
会
し
た
。

（
橋
本
菜
摘
）

網
干
校
区

城
西
校
区

3
月
24
日
㈰
、
城
西
小
学
校
体

育
館
で
城
西
婦
人
会
主
催
の
輪
投

げ
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
老
若
男
女
8
名
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
が
32
チ
ー
ム
。
代
替
要

員
、
奉
仕
者
、
応
援
を
含
め
総
勢

4
8
0
名
の

方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

輪
が
和
に
通

じ
、
笑
い
声

や
大
き
な
声

援
が
会
場
内
に
響
き
渡
り
、
終
始

和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
で
の
ゲ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー
ム

に
は
連
合
婦
人
会
会
計
監
査
の
岩

成
連
合
自
治
会
長
よ
り
ト
ロ

フ
ィ
ー
と
景
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
他
に
は
飛
び
賞
、
ブ
ー
ビ
ー

賞
も
発
表
さ
れ
、
思
わ
ぬ
受
賞
に

「
ブ
ー
ビ
ー
賞
を
取
る
の
は
大
変

難
し
か
っ
た
」
と
景
品
を
手
に
大

喜
び
で
し
た
。

（
東
山
昌
代
）

山
田
校
区
婦
人
会
総
会

婦
人
会
総
会

ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
演
奏
会

輪
投
げ
大
会

4
月
27
日
㈯
、
網
干
校
区
婦
人

会
は
、
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

と
し
て
、
ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
演
奏

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ヘ
ル
マ
ン

ハ
ー
プ
は
誰
に
で
も
演
奏
が
で
き

る
様
に
設
計
さ
れ
た
、
や
さ
し
い

音
色
の
楽
器
で
す
。
体
験
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
ち
良

い
音
楽
で
、
眠
り
を
誘
わ
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　   

（
清
水
貞
子
）
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▲人生を豊かにする読書

勝
原
校
区

▲ハハハハハと大笑い

▲沢山の草花から選んで

5
月
14
日
㈫
、
勝
原
公
民
館
に

於
い
て
、
講
師
の
中
原
孝
子
先
生

を
お
招
き
し
て
、
脳
ト
レ
「
笑
い

ヨ
ガ
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
ホ
ッ
ホ
　

ハ
ァ
ハ
ァ
」
の
リ
ズ
ム
で
大
い
に

笑
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前

頭
葉
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
ま
し
た
。

作
り
笑
い
で
も
、
笑
顔
を
作
る

意
味
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
　   

（
津
田
恵
子
）

船
津
校
区

4
月
7
日
㈰
、
第
1
回
ふ
れ
あ

い
教
室
が
船
津
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
雑
草
生
花
「
一

渓
会
」
の
藤
田
敬
子
先
生
で
す
。

講
師
の
先
生
や
補
助
の
方
々
に

色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
気

軽
に
質
問
す
る
事
が
出
来
て
と
て

も
良
い
雰
囲
気
で
受
講
出
来
ま
し

た
。
庭
や
あ
ぜ
に
咲
い
て
い
る
草

花
が
、
可
愛
い
花
器
に
生
け
る
事

に
よ
っ
て
ま
た
違
っ
た
姿
に
生
ま

れ
変
わ
り
凄
く
新
鮮
で
と
て
も
楽

し
く
受
講
出
来
て
良
か
っ
た
で

す
。
　
　
　
　   

（
岩
井
迫
真
弓
）

▲おいしいね！

砥
堀
校
区

年
度
始
め
の
4
月
に
は
、
毎
年

砥
堀
公
民
館
の
文
学
講
座
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
上
田
真
子
先
生
は

元
高
校
教
師
を
さ
れ
て
い
て
、
講

座
で
は
豊
か
な
知
識
の
中
で
お
も

に
女
流
文
学
を
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
文
学
作
品
を
通
し
て
そ
の

時
代
の
女
性
の
生
き
方
、
人
づ
き

あ
い
の
ポ
イ
ン
ト
、
そ
し
て
老
い

と
は
を
考
え
万
葉
文
学
か
ら
様
々

な
女
性
像
が
思
い
浮
び
ま
す
。

先
生
の
お
っ
と
り
と
し
た
、
そ

し
て
軽
や
か
な
話
し
口
調
に
引
き

こ
ま
れ
、
さ
わ
や
か
な
薫
風
を
感

じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

（
長
谷
都
子
）

教
養
講
座
に
参
加
し
て

旭
陽
校
区

3
月
1
日
㈮
、
旭
陽
幼
稚
園
に

て
、
「
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
と
新

一
年
生
の
集
い
」
を
行
い
ま
し

た
。
約
40
人
の
年
長
児
と
約
20
人

の
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
班

に
分
か
れ
て
、
自
己
紹
介
の
あ

と
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
歌
っ
た

り
、
食
事
を
し
た
り
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
婦
人
会
で

作
っ
た
昼
食
の
す
ま
し
汁
は
お
か

わ
り
の
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
大
好

評
で
し
た
。
　
　   

（
三
輪
る
み
）

園
児
と
の
交
流
会

野
の
花
を
生
け
る

女
性
の
生
き
方

　〜
文
学
を
通
し
て
〜広

峰
校
区

教
養
講
座
と
し
て
、
昨
年
迄
の

生
け
花
教
室
に
代
わ
り
講
師
に
井

戸
田
佳
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を

開
講
致
し
ま
し
た
。
第
1
回
目
は

5
月
9
日
㈭
、
母
の
日
を
前
に

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。
紫
色
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
基
調
に
ト
ル
コ
き
き
ょ
う
の

う
す
紫
、
ス
プ
レ
ー
バ
ラ
の
ピ
ン

ク
な
ど
や
さ
し
い
色
づ
か
い
の
花

か
ご
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

（
稲
田
恵
子
）

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
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水
上
校
区
婦
人
会
で
は
、
2
月

25
日
㈪
に
花
の
北
市
民
広
場
の
料

理
室
で
「
味
噌
作
り
」
を
し
ま
し

た
。
伝
統
食
の
味
噌
を
手
作
り
で

と
い
う
声
が
上
が
り
、
や
っ
と
実

現
し
ま
し
た
。

前
日
に
大
豆
を
煮
て
、
翌
日
み

ん
な
で
協
力
し
て
ミ
ン
サ
ー
に
か

け
、
カ
メ
に
入
れ
、
美
味
し
い
味

噌
が
で
き
ま
す
よ
う
に
と
願
い
な

が
ら
蓋
を
し
ま
し
た
。
今
、
9
月

に
な
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　  

（
豊
田
多
恵
子
）

城
北
校
区
婦
人
会
で
は
、
2
月

17
日
㈰
に
城
北
公
民
館
で
、
閉
校

式
と
料
理
教
室
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
料
理
教
室
は
柳
田
副
会
長

が
講
師
を
務
め
、
「
和
風
ハ
ン
バ

ー
グ
」
を
主
菜
に
3
種
類
の
メ
ニ

ュ
ー
を
3
班
に
分
か
れ
て
、
手
際

よ
く
調
理
し
、
予
定
の
時
間
に
出

来
上
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
笑
顔
で

会
食
さ
れ
、
閉
講
式
と
な
り
、
有

馬
会
長
よ
り
一
年
間
の
締
め
く
く

り
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
記
念
品

を
出
席
者
に
配
ら
れ
、
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
。  

（
井
上
福
子
）

水
上
校
区

城
北
校
区

4
月
28
日
㈰
、
久
し
ぶ
り
に
再

開
さ
れ
た
生
活
学
級
の
第
1
回
目

と
し
て
、
校
区
の
歩
こ
う
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
勇
気
あ
る
参
加
者

と
共
に
、
15
㎞
を
約
6
時
間
か
け

て
（
休
憩
時
間
も
入
れ
て
）
坂
道

を
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
と
、

「
暑
い
、
し
ん
ど
い
」
と
言
い
な

が
ら
歩
き
ま
し
た
。
豊
富
校
区
内

の
す
ば
ら
し
い
自
然
に
感
動
し
、

晴
天
に
恵
ま
れ
た
事
に
感
謝
し
な

が
ら
、
来
年
も
歩
き
た
い
な
？

（
岩
田
稔
恵
）

4
月
28
日
㈰
、
余
部
公
民
館
に

て
、
平
成
25
年
度
生
活
学
級
開
講

式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
余
部
小

学
校
長
で
あ
る
三
浦
大
策
先
生
を

お
招
き
し
て
特
別
支
援
学
級
の
担

任
を
さ
れ
た
経
験
か
ら
、
「
子
供

は
一
人
一
人
違
っ
て
い
て
当
た
り

前
。
無
限
の
力
を
発
揮
し
て
く
れ

る
、
す
ば
ら
し
い
存
在
で
あ

る
。
」
と
い
う
興
味
深
い
お
話
が

あ
り
、
地
域
で
大
切
な
子
供
を
見

守
っ
て
い
こ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

又
昔
な
つ
か
し
い
か
ぶ
と
を
折
り

な
が
ら
、
大
き
な
大
福
餅
を
美
味

し
く
頂
き
ま
し
た
。（

田
中
美
智
子
）

豊
富
校
区

余
部
校
区

▲ヘルシー料理できあがり

▲大豆がミンチに

▲日やけが心配

▲みんなちがって、みんないい
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「姫路市男女共同参画プラン2022」を策定しました！
姫路市では、男性と女性が互いにその人権を尊重し、喜びも責任も分かち合いつつ、性別に関わりなく、個性と能力を十分に発揮す
ることができる社会の実現に向けて、平成13年に「姫路市男女共同参画プラン」を策定しました。
計画の中間年にあたる平成19年に見直しを行いましたが、計画期間が平成24年度末で終了するため、これまでの取り組みの成果、市
民の意識及び社会経済状況の変化等を踏まえて、新たに「姫路市男女共同参画プラン2022」を策定しました。
男女共同参画は家庭や地域、企業、行政などあらゆる分野に関わることから、男女がともに力をあわせて取り組みを進めていくこと
が大切です。
これからも、男女共同参画社会の実現をめざして、各施策を推進していきますので、ご理解、ご協力をお願いします。

男女の人権が
尊重される社会

男性・子どもの
男女共同参画

あらゆる暴力の
根絶

あらゆる分野に
おける政策・方針
決定過程への
女性の参画

防災分野等における
男女共同参画

ワーク・ライフ・
バランスの推進

男女が対等に社会参加や参画をし、
ともに役割や責任を分かち合って暮らせるまち・姫路

プランの詳細は男女共同参画推進課ホームページ http://www.city.himeji.lg.jp/2870803 をご覧ください。

男女が対等に参画し、
責任を担う社会

あらゆる状況・立場の人に
多様な選択が保障される社会

基本理念

基本目標

Ⅰ

Ⅵ

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

重点的に推進すべき課題

特に重要と考える視点

（※）身近な生活の場として、地域社会は市民生活の基盤となるものです。男女がと

もに防災、防犯、地域活動等に参加・参画することで、地域力が高まり、活力

ある地域社会が形成されます。特定の性や年齢層で担われている分野に男女共

同参画の視点を反映させ、いきいきとした地域社会づくりをめざします。

・男女の自律・自立意識の促進
・あらゆる暴力の根絶

・あらゆる分野における積極的改善措置（ポジティブ・アクション）の推進
・地域社会での男女の対等な関係づくりと、活動への共同参画（※）

・男女の仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

人権尊重をめざす
市民意識の育成

男女共同参画を推進する
教育・学習の充実

政策・方針決定
過程への女性の参画推進

雇用等の分野における男女の
均等な機会と待遇の確保

生涯を通じた
心身の健康づくり

少子・高齢社会における
福祉の充実

平成25年度（2013年度）から平成34年度（2022年度）まで（10年間）プランの期間

プランの体系


